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THE CREATION OF SPACE BY INSERTING OUTDOOR SPACE THREE-DIMENSIONALLY INTO THE BUILDING ON A SMALL PLOT
石渡辰也
TatsuyaISHIWATA
指導教員　永瀬克己
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻
　The architectures originally take root in a city, but the situation today is strange that 
they exist independently and unconnected to the surroundings. There, this plan propose a 
chain of three-dimensional communities by inserting outdoor space existing wealthily in the 
city into the buildings on a small plot. Furthermore proposes an ideal architecture for the 
creation base of artistic activities by way of being the alternative culture in a YOKOHAMA
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Ⅰ .Introduction
1) 研究背景
　建築は都市に根付くものであって、単体で街と関係な
く存在している今の建築に疑問を持つ。
　その都市には文化や時間という歴史があり、今まさにつ
くられていく未来が存在する。建築のプログラムにその都
市的な背景を足していくことで、無限の可能性を持つ建築
とシステムを提案出来るのではないか。またその建築は都
市を映し出すシンボルになっていくべきであると考える。
　本研究で取り上げる横浜市は芸術と深く結びつく街で
あり、文化として定着しつつある。その結果、創作拠点や
展示空間が存在し、アートイベントなども多数行われてい
る。その創作拠点のひとつである、本町ビルという赤煉瓦
の外装の風情ある建物には「シゴカイ」という建築家やイ
ラストレーター等の 15 組ほどのアート共同体があり、ビ
ルの四、五階を創造拠点に活動していた。横浜にはこのよ
うな狭小ビルに創作拠点を置くアトリエやスタジオが多
数存在する。しかし、昨年取り壊しが決定し、一般　的な
オフィスビルに移転した。このことを機に本町ビル跡地を
取り上げることにした。
図 01. 本町ビル               
2) 研究目的
　本研究では設計手法として外部空間に注目し、その土
地が持つ豊かな外部空間と、近年若手建築家が取り入れて
いることの多い新しい外部的空間の使い方を取り上げる
双方を解釈する。そして外部空間を建築化していくことで
内部空間との呼応による新たなコミュニティー連鎖を生
み出すことを目的とし、文化を継承・発展する創造拠点を
設計していく。
Ⅱ .Approach
1) 不確定要素の設計
a: 広場について
　海外や日本の歴史ある町並みには豊かな外部空間、つま
り広場の様な空間が必ずと言っても良いほどに存在する。
そこは多くの人でにぎわい、様々な関係性 - 散歩道のコー
スであったり、子どもが走り回っていたり、屋台がでてい
たり - によって成り立っている。不確定な要素が集まり、
繋がりを帯びてくるとそこは街の中心となり、予期もしな
い出会いや行為が生まれる。このような外部空間には必ず
その地域特有の文化とセットになってにぎわいを広げて
いることが多い。だからその場に根付き、歴史ある場とし
て存在するのではないか。こういった世界中に存在する魅
力的な外部空間を建築空間にうまく応用し、都市に根付く
建築を目指す。
図 02. 世界の広場
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b: 外部と建築について
　外部と建築の境界には曖昧な空間が存在する。ヨーロッ
パの広場は多くが建物に囲まれている。その建物は広場に
面するように入り口やテラスを設け境目をぼやかしてい
る。広場も建物の一部として使うことで屋内の用途に合わ
せて豊かな空間が広がり、それが連鎖していく。
　これがコミュニティーの連鎖として広場を囲むように
広がるため中心性だけではなくまんべんなく広場が活用
される。付属する用途も多彩なため、色々な関係性が日々
生まれてく。
c: 建築について
　近年の建築家の作品や考え方には多くの外部空間や
SemiOutdoorを含む建築があると考える。それはピロティ
の様なものであったり、ベランダの様なものであったり
と、姿形は多様であるが存在する。主の要素がはみ出して
出来る外部の様な空間を建築空間として使用したり、捉え
たりすることにおおきな魅力がある。
　私たちは 3.11 を経て、建築の儚さと同時に、構築物が
なくなっても社会や街は動き続けるという、地域単位での
コミュニティーの強さを感じ、もし身近な地域で同じこと
が起こったとき、そういったものの必要性を再認し、感じ
ているのではないだろうか。
　建築にこのような外部空間を設計することによって、近
隣住民や、隣のオフィスの人々、など今まで繋がることの
なかったコミュニティーが生まれ、強い社会構造が生まれ
てくると考える。
2) 計画地概要
住所：横浜市　　中区本町 5-49 本町ビル
用途地域：商業築／市街化地域
敷地面積：約４００㎡
建蔽率；８０%
容積率：８００%
横浜市高度地区：第七種高度地区（高さ制限３１m）
Ⅲ .Proposal
1)Concept
a:FormDiagram
　積層建築をより豊かに、都市の中心の空間として多様な
活動を受け入れる緩やかな建築にするための手法として、
「空地」「共有部」「吹き抜け」を分散して配置することに
よって、設計していく。
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図 03. FormDiagram
b:SiteDiagram
　新たなシンボルとして存在するために、都市と呼応し、
風土に根付く建築を設計していく。
　本計画地の周辺には豊かな歩道が広場的な役割で広が
り、その要素を引き込み、庭を積層させる。また、南側に
は歴史的建造物・北側には再開発地区があり、新旧の街の
間にあるので、透過性が出来るように室内を構成してい
く。
　引込みと透過性の操作によりにより、都市景観へのアプ
ローチと共に、建物内へのアプローチを謀る。そうするこ
とで、創造活動の発信と受信を容易に引き起こす。「建物
内の庭」の都市的な共有を提案する。
図 04. 俯瞰図
c:StructureDiagram
　上記二つの設計手法を実現するために、鉄骨造を採用
し、フレームで床を支え、極所に配置するコアによって建
物を強くする。そうすることで、軽やかで透過性もあり、
連続した抜けのある設計を試みる。
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図 05. StructureDiagram
2)Program
　人の活動や創造性が街に浸透していくように内部と外
部を連続させて、『アトリエ』を中心とした『住居』『オフィ
ス』『SOHO』『ギャラリー』をコンプレックスした共同ア
トリエを計画する。　
　内部と外部の使い分けは、内部を居住空間やアトリエの
倉庫や執務空間などを配置し、外部を共用部分として創作
活動やミーティングスペースなどとして使用する。
　内部の空間は下層階に公共的なギャラリーや地下鉄と
直結するエントランスのカフェや shop を配置し、中層階
にアトリエやオフィス、上層階にいくにつれて居住性の高
い SOHO や共同生活体を配置し、それに伴う様に庭の使
い道が決まっていく。
Hosei University Repository
3)Image
　SemiOutdoor 空間が上下に重なり、室内からはみ出た
活動が溢れる創作空間や休憩場所、ミーティングスペース
となり、予期もしない活動が隣り合い、連鎖する。
a: 立体的な空間の抜け
シーン１　B2 地下エントランスから 1F を見上げる - 地上
から光が届く
シーン 2　1F~3F の吹き抜け - 活動が積層される
図 06. シーン 1 図 07. シーン 2
b: 上下の行為の交差
シーン３　5F 模型作業場 - 庭から庭へと行為が広がる
シーン 4　9FOutdoorGarden から 8FOutdoorGarden を
見下ろす - 上下に声が飛び交う
図 08. シーン 3 図 09. シーン 4
c: 街の一部として存在する外部空間
シーン 5　1F 通り抜けのみち - 街と一体化する
シーン 6　7FOutdoorGarden - オープンな場となる
図 10. シーン 5 図 11. シーン 6
Ⅳ .Conclusion
1) 考察
　狭小ビルにおいて外部空間を挿入していくことで、都市
活動的な価値を生み出し、新しいシーンを生み出す建築と
なり、歴史的な場として都市に根付いていくのではない
か。この計画が横浜 - 創造界隈の新しい方向性を示すこと
を期待します。
図 12. 外観パース
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